
中
居
蘇
州
文
壇
の
理
論
形
成
に
お
け
る
顧
況
の
文
学
と
そ
の
文
学
観
に
つ
い
て

土
　
谷
　
彰
　
男

中
国
文
学
史
の
記
述
に
お
い
て
､
盛
唐
は
､
韻
律
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
　
｢
建

安
の
風
骨
｣
　
の
蓉
揚
に
よ
り
詩
歌
の
内
容
を
充
宴
さ
せ
た
時
代
､
つ
づ
-
中
庸

は
､
文
学
の
掩
い
手
の
遷
移
と
と
も
に
作
詩
の
現
場
が
集
国
に
依
存
し
た
時
代

と
さ
れ
る
｡
顧
況
(
七
二
七
?
-
八
一
六
?
)
　
は
､
中
唐
の
早
い
時
期
に
活
躍

し
た
詩
人
と
み
な
さ
れ
､
一
方
､
そ
の
詩
風
は
｢
盛
唐
の
風
骨
｣
を
残
す
と
言

(
-
)

わ
れ
る
よ
う
に
､
転
換
期
の
詩
人
と
い
う
位
置
付
け
が
興
え
ら
れ
て
い
る
｡
盛

唐
か
ら
中
唐
へ
の
こ
の
よ
う
な
時
代
的
展
開
の
な
か
で
､
彼
は
か
つ
て
一
度
､

葦
魔
物
(
七
三
五
?
-
七
九
二
?
)
を
領
袖
と
す
る
蘇
州
文
壇
に
参
蓋
し
た
こ

と
が
あ
る
｡
葺
魔
物
は
貞
元
五
年
(
七
八
九
)
　
以
降
､
蘇
州
に
お
い
て
顧
況
の

は
か
､
劉
太
兵
　
(
七
二
五
-
七
九
二
)
､
孟
郊
　
(
七
五
1
～
八
l
四
)
､
瞭
然

(
七
二
〇
0
-
c
-
A
､
秦
系
(
七
二
〇
-
八
〇
〇
?
)
　
ら
と
詩
を
唱
和
鷹
酬
し
て

き
た
｡
こ
の
間
の
作
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
､
彼
ら
の
間
に
は
詩
歌
の
批
評
と

創
作
に
つ
い
て
一
定
の
共
通
認
識
が
醸
成
さ
れ
､
こ
の
地
に
ひ
と
つ
の
文
壇
が

形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
な
観
鮎
か
ら
筆
者
は
こ
れ

ま
で
､
葦
魔
物
の
　
｢
郡
蔚
雨
中
輿
諸
文
士
燕
集
｣
詩
を
中
心
と
し
て
､
五
言
古

髄
詩
型
に
関
わ
る
創
作
と
評
論
に
も
と
づ
く
蘇
州
文
壇
が
形
成
さ
れ
た
､
そ
の

∵

-

ヽ

過
程
を
考
察
し
て
き
た
｡

本
稿
で
は
､
そ
の
う
ち
顧
況
の
文
学
と
そ
の
文
学
観
に
つ
い
て
､
と
く
に
こ

の
蘇
州
文
壇
の
理
論
形
成
に
お
い
て
閲
鍵
と
な
る
'
南
朝
文
学
に
封
す
る
肯
定

的
な
認
識
と
い
う
鮎
に
着
日
し
､
考
察
し
て
い
き
た
い
｡
そ
の
際
､
顧
況
と
近

い
位
置
に
あ
り
､
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
劉
太
虞
に

つ
い
て
も
採
り
あ
げ
､
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
｡

二

顧
況
の
生
涯
に
亙
る
創
作
活
動
に
お
い
て
､
貞
元
五
年
の
左
遷
は
ひ
と
つ
の

ヽ

,

∫

分
岐
鮎
と
看
倣
さ
れ
る
｡
こ
れ
よ
り
以
前
､
顧
況
は
　
｢
上
古
之
行
補
亡
訓
侍
十

三
章
｣
詩
　
(
巻
一
)
､
｢
棄
婦
詞
｣
詩
　
(
同
)
､
な
ど
の
配
合
詩
を
作
り
､
政
治

に
積
極
的
に
参
輿
す
る
意
志
を
見
せ
て
い
た
｡
｢
上
古
之
行
補
亡
訓
侍
十
三
章
｣

中
唐
蘇
州
文
壇
の
理
論
形
成
に
お
け
る
顧
況
の
文
筆
と
そ
の
文
学
観
に
つ
い
て



詩
は
全
篇
四
言
か
ら
な
り
､
そ
れ
ぞ
れ
に
小
序
を
付
し
て
い
る
な
ど
､
形
式
や

内
容
か
ら
､
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
､
杜
甫
　
(
七
一
二
-
七
七
〇
)
　
や
元
結

(
七
一
九
-
七
七
二
)
　
に
連
な
る
も
の
､
あ
る
い
は
儒
家
思
想
に
基
づ
き
復
古

を
唱
え
た
粛
穎
士
　
(
七
〇
九
-
七
六
〇
)
　
の
影
響
を
強
-
受
け
た
も
の
と
さ
れ

(
4
)る
｡
貞
元
三
年
　
(
七
八
七
)
､
柳
津
　
(
七
一
六
-
七
八
九
)
　
が
宰
相
と
な
る
と

同
時
に
校
書
都
の
任
に
就
く
も
の
の
､
や
が
て
著
作
郎
の
職
に
遷
る
｡
そ
し
て

貞
元
五
年
の
こ
の
年
､
柳
津
､
同
じ
-
宰
相
の
李
泌
　
(
七
二
二
-
七
八
九
)
　
が

相
継
い
で
乗
じ
る
と
､
顧
況
は
お
の
れ
の
才
に
悼
ん
で
昔
時
の
貴
類
を
侮
蔑
し

l
u
-
.
)

た
た
め
に
弾
劾
さ
れ
､
鏡
州
司
戸
参
軍
に
左
遷
さ
れ
た
｡
こ
れ
以
降
､
ほ
ど
な

く
し
て
任
官
を
あ
き
ら
め
故
郷
の
茅
山
に
戻
り
､
隈
遁
生
活
を
遮
る
こ
と
に
な

る
｡
葺
魔
物
と
詩
を
唱
和
し
た
の
は
､
こ
の
貞
元
五
年
の
左
遷
の
途
次
の
こ
と

で
あ
り
､
ほ
か
に
も
杭
州
刺
史
の
房
濡
復
　
(
七
五
六
-
七
九
七
)
､
信
州
刺
史

の
劉
太
虞
な
ど
と
も
そ
れ
ぞ
れ
鷹
酬
し
た
｡

劉
太
真
は
'
大
暦
十
四
年
(
七
七
九
)
　
に
起
居
郎
を
拝
し
て
中
央
官
の
職
を

得
た
の
ち
､
貞
元
元
年
(
七
八
五
)
､
同
三
年
と
穫
部
侍
郎
と
な
り
､
同
四
､T

b

＼

五
年
に
は
貢
翠
を
掌
っ
た
も
の
の
､
こ
の
年
に
は
信
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
｡

劉
太
虞
は
こ
こ
で
顧
況
の
来
訪
を
う
け
､
｢
三
君
子
　
(
=
葦
庶
物
･
房
濡
復
･

葺
賛
-
生
卒
不
詳
)
　
の
風
を
継
ぐ
｣
と
す
る
作
を
も
っ
て
臆
酬
す
る
こ
と
と
な

る
｡
い
ま
､
顧
況
､
劉
大
兵
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
を
見
て
み
る
｡

況
輿
敷
君
子

文
雅
一
何
盛

我
公
夫
蹄
朝

白
雲
帝
城
遠

御
略
欲
一
言

寸
心
巳
捲
折

安
得
凌
風
翰

列
坐
分
南
榎

林
塘
含
鈴
清

遊
子
不
待
晴

槍
江
楓
葉
鳴

零
涙
和
酒
傾

別
離
垂
骨
驚

粛
粛
賓
天
京

o

(
『
顧
況
詩
注
』
巻
一
)

顧
十
二
況
左
遷
､
過
葦
蘇
州
､
房
杭
州
､
葦
睦
州
三
使
君
､
皆
有
郡
中

燕
集
詩
｡
静
章
高
麗
､
郁
夫
之
所
仰
慕
｡
顧
生
既
至
､
留
連
笑
語
､
困

亦
成
篇
､
以
継
三
君
子
之
風
蔦
.

劉
太
虞

酬
本
部
葦
左
司
　
　
　
顧
況

好
鳥
依
佳
樹
　
　
飛
雨
濃
高
城

寵
至
乃
不
驚

奔
選
歴
畏
途

牧
此
彫
弊
虻

夙
興
諒
無
補

前
日
懐
友
生

逼
迫
西
北
望

今
日
車
騎
乗

農
迎
東
賓
飯

以
我
碧
流
水

莫
婿
遷
客
程

飛
札
謝
三
守

罪
及
非
無
由

緬
貌
赴
偏
隈

属
雷
蔵
欽
秋

旬
暇
蔦
敢
休

猪
登
城
上
模

遠
思
不
可
収

噴
然
鏑
人
憂

晩
度
南
渓
遊

泊
君
青
翰
舟

不
薦
勝
境
留

斯
篇
希
見
酬

(
『
全
唐
詩
』
巻
二
五
二
)



顧
況
の
作
に
み
え
る
｢
安
ん
ぞ
凌
風
の
翰
も
て
､
粛
粛
と
し
て
天
京
に
賓
た
る

を
得
ん
や
(
安
得
度
風
翰
､
粛
粛
賓
天
京
)
｣
の
表
現
は
'
直
接
は
葺
魔
物
の

郡
斎
燕
集
詩
に
み
え
る
｢
神
は
歓
び
て
髄
自
ら
軽
-
､
意
は
風
を
凌
ぎ
て
招
け

ん
と
欲
す
(
神
歌
髄
自
軽
､
意
欲
凌
風
期
)
｣
句
を
承
け
て
い
る
が
､
さ
ら
に

典
拠
と
し
て
､
謝
眺
の
｢
直
中
書
省
｣
詩
に
み
え
る
｢
安
ん
ぞ
凌
風
の
翰
も
て
'

(
,
A
)

柳
か
山
泉
の
賞
を
窓
に
す
る
を
得
ん
や
(
安
得
凌
風
翰
､
御
意
山
泉
賞
)
｣
を

踏
ま
え
､
そ
れ
を
翻
案
し
て
呼
鷹
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
Q
こ
の
よ
う
に
措
辞
の

次
元
に
お
い
て
謝
眺
の
作
を
援
用
す
る
ほ
か
に
､
表
現
の
次
元
に
お
い
て
も
謝

眺
の
作
詩
に
倣
う
部
分
が
み
ら
れ
る
｡
例
え
ば
､
劉
太
虞
は
｢
夙
興
諒
に
補
う

な
し
､
旬
暇
蔦
ん
ぞ
敢
え
て
休
ま
ん
(
夙
興
諒
無
補
､
旬
暇
蔦
敢
休
)
｣
と
述

べ
る
よ
う
に
､
職
務
の
繁
閑
に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
､
謝
眺
の
作
品
に
頻

o
:
出
す
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
ほ
か
に
も
､
七
言
絶
句
型
の
秦
系
｢
即
事
奉
呈
郎

中
毒
便
君
｣
詩
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
〇
)
に
｢
詩
興
到
り
乗
り
て
一
事
な
し
､

郡
中
今
有
り
謝
玄
嘩
(
詩
興
到
来
無
一
事
､
郡
中
今
有
謝
玄
曙
)
｣
と
あ
る
よ

う
に
､
郡
主
と
し
て
の
葦
魔
物
の
姿
を
謝
眺
の
そ
れ
に
見
立
て
る
表
現
さ
え
見

ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
葦
魔
物
､
顧
況
､
劉
太
虞
の
い
ず
れ
の
作
も
長
編
の

五
言
古
健
詩
と
い
う
型
式
を
採
用
し
､
ま
た
秦
系
の
作
を
あ
わ
せ
て
見
れ
ば
､

そ
の
作
詩
の
背
景
に
は
南
朝
斉
の
宣
城
太
守
で
あ
っ
た
謝
眺
の
文
学
と
そ
の
像

(
1

0
)

が
彼
ら
の
間
に
共
通
の
了
解
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
｡

顧
況
は
こ
の
ほ
か
に
も
､
劉
太
寅
に
｢
酬
信
州
劉
侍
郎
兄
｣
詩
(
『
顧
況
詩

注
』
巻
一
)
､
房
濡
復
に
｢
酬
房
杭
州
｣
詩
(
同
)
を
鷹
酬
し
て
お
り
､
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
五
言
古
牒
詩
型
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
唱
和
鷹
酬
の
作
に
お

け
る
五
言
古
櫨
詩
型
の
使
用
に
つ
い
て
顧
況
の
作
例
を
調
べ
て
み
る
と
､
こ
の

三
例
の
ほ
か
､
樟
州
刺
史
の
張
登
　
(
?
-
八
〇
一
)
　
に
鷹
酬
し
た
　
｢
酬
樟
州
張

九
使
君
｣
詩
(
同
)
　
な
ど
の
数
例
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
､
こ
の
こ
と
に
よ
り
､

こ
の
型
式
に
よ
る
作
詩
が
こ
の
集
圏
の
間
に
と
く
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
｡
慮
酬
の
作
に
は
ほ
か
に
も
､
｢
酬
唐
起
居
前
後
見
寄
二
首
｣
詩

(
巻
三
)
､
｢
奉
酬
茅
山
贈
賜
井
簡
養
母
正
字
｣
詩
(
同
)
'
｢
酬
揚
州
白
塔
寺
永

上
人
｣
詩
(
同
)
が
あ
る
が
'
い
ず
れ
も
五
言
律
詩
型
で
あ
り
､
ま
た
'
宰
相
･

柳
津
に
鷹
酬
し
た
｢
酬
柳
相
公
｣
詩
　
(
巻
四
)
､
韓
浜
に
鷹
酬
し
た
　
｢
奉
和
韓

晋
公
晦
日
口
王
諸
則
官
｣
詩
(
同
)
　
は
い
ず
れ
も
七
言
絶
句
型
で
あ
っ
て
､
ど
れ

も
近
健
詩
型
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
も
'
こ
の
集
圏
に
お
い
て
五
言
古
蔑
詩

型
の
使
用
が
際
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
｡
寄
贈
や
送
別
の

類
を
含
め
て
も
'
顧
況
の
作
例
に
五
言
古
髄
詩
型
の
作
例
は
多
く
は
見
ら
れ
な

ォ
)
い
｡

三

顧
況
は
貞
元
三
-
五
年
の
間
､
中
央
官
の
職
に
あ
っ
て
垂
閣
派
文
学
集
園
の

一
翼
を
培
っ
て
い
た
｡
こ
れ
以
前
に
も
､
中
央
文
壇
と
関
わ
り
を
保
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
｡
彼
は
儲
公
義
(
七
〇
六
-
七
六
二
)
　
の
集
に
序
を
附
し
て
､

次
の
よ
う
に
言
う
｡

中
唐
蘇
州
文
壇
の
理
論
形
成
に
お
け
る
顧
況
の
文
学
と
そ
の
文
撃
観
に
つ
い
て

-
開
元
十
四
年
､
厳
黄
門
知
考
功
､
以
魯
園
儲
公
進
士
高
第
､
興
産
圃
輔

四
三



員
外
､
慕
E
P
潜
著
作
同
時
o
其
明
年
､
擢
第
､
常
建
少
府
､
王
龍
標
昌
齢
､

此
数
人
皆
昔
時
之
秀
､
而
侍
御
馨
債
陰
陽
､
輔
撰
諸
子
｡

｢
監
察
御
史
儲
公
集
序
｣
　
(
『
全
唐
文
』
巷
五
二
八
)

開
元
十
四
年
(
七
二
六
)
　
の
科
挙
に
て
儲
公
義
と
同
じ
-
登
第
し
た
の
が
､
在

団
輔
　
(
六
七
八
?
-
七
五
五
?
)
､
養
母
潜
　
(
不
詳
)
　
で
あ
り
､
ま
た
翌
年
に

は
常
建
　
(
七
〇
八
-
七
六
五
)
､
王
昌
齢
　
(
六
九
八
-
七
六
五
)
　
が
登
第
し
た

こ
と
を
述
べ
る
｡
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
､
こ
こ
に
名
を
奉
げ
る
人
物
の
い

ず
れ
も
が
『
河
岳
英
霊
集
』
　
に
そ
の
詩
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡

般
播
の
撰
に
な
る
『
河
岳
英
霊
集
』
は
､
開
元
･
天
資
年
間
の
盛
唐
詩
人
を

中
心
に
延
べ
二
十
四
名
､
計
二
百
三
十
四
首
の
詩
篇
を
収
め
る
｡
そ
の
序
に
は

｢
開
元
十
五
年
後
､
馨
律
風
骨
始
備
夫
｣
と
あ
り
､
ま
た
　
｢
播
今
所
集
､
頗
異

諸
家
､
既
閑
新
著
､
復
暁
古
鰭
､
文
質
草
取
'
風
騒
雨
挟
､
言
気
骨
則
建
安
薦

CS)

侍
､
論
宮
商
則
太
康
不
達
｣
　
と
あ
る
よ
う
に
､
｢
風
骨
｣
を
重
視
し
選
評
の
基

準
を
｢
復
古
｣
　
に
置
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
｡
儲
公
費
は
'
文
学
史
の
記

述
に
お
い
て
は
王
経
や
孟
浩
然
な
ど
の
山
水
田
園
詩
の
一
派
に
連
な
る
詩
人
と

さ
れ
る
が
､
昔
時
の
評
価
に
よ
る
と
'
｢
建
安
の
風
骨
｣
を
纏
承
す
る
代
表
的

な
盛
唐
詩
人
と
見
ら
れ
､
『
河
岳
英
雲
集
』
　
に
は
｢
倣
古
二
章
｣
な
ど
の
社
食

(3)

詩
が
採
録
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
､
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
復

古
の
詩
人
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
た
｡

顧
況
は
､
さ
き
ほ
ど
の
序
の
な
か
で
儲
公
義
に
つ
い
て
　
｢
難
無
雲
雷
之
合
､

意
気
相
感
､
而
扶
危
播
病
､
縛
有
賢
達
之
風
｣
と
述
べ
る
｡
そ
の
な
か
で
　
｢
扶

四
四

危
捧
病
｣
　
に
つ
い
て
は
､
昔
時
の
状
況
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
o

い
ま
『
河
岳
英
霊
集
』
　
の
記
述
を
手
が
か
り
と
す
る
と
､
そ
の
序
に
　
｢
斉
､
梁
､

陳
､
隔
､
下
品
責
繁
､
専
事
拘
忌
'
禰
損
厭
道
｣
と
あ
り
､
ま
た
王
昌
齢
を
許

し
て
　
｢
元
嘉
以
還
､
四
百
年
内
､
曹
　
(
曹
値
-
筆
者
注
､
以
下
同
じ
)
'
劉

(
劉
槙
)
､
陸
　
(
陸
機
)
､
謝
(
謝
霊
蓮
)
､
風
骨
頓
轟
｡
頃
有
大
原
王
昌
齢
､
魯

隣
儲
公
義
頗
従
厭
迩
｣
(
巷
下
)
と
あ
る
.
こ
れ
ら
の
記
述
と
合
せ
て
考
え
る

と
'
顧
況
は
､
｢
危
病
｣
　
の
語
に
よ
っ
て
気
骨
を
失
っ
た
詩
篇
が
六
朝
以
降
に

繁
多
と
な
っ
た
　
(
下
品
賓
繁
)
状
況
を
示
し
､
儲
公
義
が
そ
う
い
っ
た
状
況
を

救
済
(
扶
逐
)
　
し
た
と
述
べ
て
い
よ
う
｡
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
､
顧
況
は
儲

公
義
に
射
し
て
確
か
に
復
古
の
詩
人
と
し
て
認
め
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
.
こ
の
こ
と
に
よ
り
､
顧
況
の
位
置
は
こ
の
こ
ろ
､
陳
子
昂
以
来
盛
ん
に
唱

導
さ
れ
て
き
た
　
｢
風
骨
｣
と
　
｢
復
古
｣
と
無
縁
で
は
な
く
､
そ
の
意
味
に
お
い

て
顧
況
は
盛
唐
詩
人
に
連
な
る
も
の
と
い
え
る
｡
た
だ
､
彼
の
作
詩
に
お
い
て

は
､
さ
き
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
､
そ
の
配
合
詩
に
み
ら
れ
る
表
現
は
杜
甫
や

元
結
の
影
響
を
強
く
受
け
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
よ
う
な
状
況
的
な
理

念
と
自
身
の
晋
作
と
の
間
に
は
規
範
と
す
べ
き
も
の
の
差
異
が
存
在
す
る
こ
と

が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

い
っ
た
い
顧
況
が
自
身
の
文
学
観
を
表
明
し
た
も
の
と
し
て
　
『
文
論
』
を
挙

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
､
こ
れ
は
儒
家
的
精
神
を
沓
揚
す
る
立
場
か
ら
､
文

の
価
値
や
効
用
を
唱
え
た
も
の
で
あ
る
｡

○
周
語
之
略
日
､
孝
､
敬
'
忠
､
信
､
仁
､
義
､
智
､
勇
､
教
､
恵
､
譲
､



皆
文
也
｡

(3)

○
文
顧
行
､
行
顧
文
｡
文
行
相
顧
､
謂
之
君
子
之
文
｡

○
日
月
麗
於
天
､
草
木
麗
於
地
､
風
雅
亦
麗
於
人
､
是
政
不
可
廟
｡
廟
文

則
廟
天
､
莫
可
法
也
｡
廃
天
則
顧
地
'
莫
可
理
也
｡
屡
地
則
廃
人
､
莫

可
象
也
｡
郁
郁
乎
文
哉
､
法
天
､
理
地
､
象
人
者
也
｡

｢
文
論
｣
　
(
『
全
唐
文
』
巻
五
二
八
)

か
し
な
が
ら
､
こ
の
矛
盾
は
次
に
見
え
る
一
文
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
る
｡

大
抵
文
牒
十
年
一
更
｡
有
健
病
而
才
賭
､
有
言
貯
而
事
直
､
有
文
勝
而
理

事
｡
雅
艶
殊
致
､
雲
和
之
源
､
香
以
無
窮
｡

｢
穫
部
員
外
部
陶
氏
集
序
｣
　
(
『
全
唐
文
』
巻
五
二
八
)

こ
の
文
章
の
主
眼
は
､
儒
家
の
徳
目
を
　
｢
文
｣
　
に
比
定
し
そ
れ
を
唱
導
す
る
と

こ
ろ
に
あ
り
､
そ
の
　
｢
文
｣
　
こ
そ
が
天
地
の
運
行
に
規
則
を
輿
え
人
間
の
存
荏

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
だ
と
す
る
｡
ま
た
､
｢
風
雅
も
亦
た
人
に
麗
た
り
､

是
れ
故
に
屡
す
べ
か
ら
ず
　
(
風
雅
亦
麗
於
人
､
是
故
不
可
麿
)
｣
　
と
述
べ
る
よ

う
に
､
こ
の
　
｢
文
｣
を
経
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
　
｢
毛
詩
　
(
詩
経
)
｣
を
指
す
も

の
と
し
て
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
｡
い
ず
れ
に
し
て
も
顧
況
は
　
｢
文
｣
を

儒
家
思
想
の
側
に
引
き
つ
け
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
｡
ま
た
､
こ
の
　
｢
文
論
｣

に
は
こ
れ
と
は
ほ
か
に
､
彼
の
文
学
観
の
T
端
を
示
す
次
の
部
分
が
あ
る
｡

建
安
､
正
始
､
洛
下
､
郡
中
､
吟
味
風
月
､
此
其
所
以
乱
文
也
｡

顧
況
は
､
漠
魂
か
ら
始
ま
り
六
朝
以
降
の
文
学
が
　
｢
文
を
乱
す
｣
も
の
と
し
て
､

そ
れ
を
否
定
的
に
見
る
評
価
を
輿
え
て
い
る
｡
状
況
的
な
理
念
形
成
と
し
て
顧

況
の
立
場
が
｢
漢
魂
の
風
骨
｣
　
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
通

り
で
あ
る
が
､
こ
こ
で
は
そ
れ
す
ら
も
否
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
な
る
｡
し

『
河
岳
英
霊
集
』
　
に
も
そ
の
詩
を
収
録
す
る
陶
翰
(
?
-
七
五
四
?
)
　
の
集
に

序
を
附
す
な
か
で
､
顧
況
は
文
膿
の
変
化
と
そ
の
状
態
に
つ
い
て
言
及
す
る
｡

本
来
こ
の
序
の
前
半
部
分
に
は
｢
行
在
六
経
､
志
在
五
言
｣
と
あ
る
よ
う
に
､

儒
家
の
観
鮎
に
拠
り
と
-
に
そ
の
　
｢
行
｣
と
　
｢
志
｣
　
に
つ
い
て
､
さ
き
の
　
『
文

論
』
と
同
じ
よ
う
な
論
調
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
､
｢
文
｣
　
に
封
す

る
見
解
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
至
っ
て
大
き
-
変
容
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､
文

鰭
は
十
年
で
変
化
す
る
こ
と
を
述
べ
､
髄
格
､
言
解
､
装
飾
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

(｣)

れ
相
反
す
る
状
態
を
並
べ
た
後
に
､
｢
雅
艶
殊
致
｣
と
述
べ
る
の
で
あ
る
｡
｢
雅
｣

は
｢
雅
正
｣
､
｢
艶
｣
は
｢
艶
麗
｣
　
の
こ
と
で
あ
り
､
こ
こ
で
は
前
者
を
詩
経
か

ら
続
-
詩
歌
の
正
統
性
を
評
す
る
語
と
し
て
､
後
者
を
南
朝
宮
膿
詩
に
代
表
さ

れ
る
文
学
の
そ
れ
と
そ
れ
ぞ
れ
連
絡
す
る
表
現
と
見
る
な
ら
ば
､
こ
の
ふ
た
つ

は
互
い
に
異
な
り
な
が
ら
も
並
存
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て

い
る
と
い
え
る
｡
ふ
た
つ
の
相
容
れ
な
い
価
値
を
､
い
ず
れ
か
一
方
を
採
る
の

で
は
な
く
､
そ
れ
ぞ
れ
に
封
し
肯
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
｡
顧
況
は
こ
の

よ
う
な
認
識
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
､
創
作
に
お
い
て
昔
時
の
い
わ
ば
教

候
主
義
的
な
陸
路
に
陥
る
こ
と
か
ら
免
れ
､
そ
の
結
果
と
し
て
多
彩
な
詩
篇
の

中
唐
蘇
州
文
壇
の
理
論
形
成
に
お
け
る
顧
況
の
文
学
と
そ
の
文
学
観
に
つ
い
て



CS)

数
々
を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

四

顧
況
は
校
書
郎
か
ら
著
作
部
へ
遣
る
が
､
い
ず
れ
も
中
央
官
で
あ
っ
た
｡
一

方
､
史
書
に
よ
れ
ば
､
彼
は
檀
要
を
握
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
に
得
意
の
日
々
を

選
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
こ
の
間
に
は
墓
閣
文
学

集
圏
に
参
蓋
す
る
機
合
を
得
る
こ
と
に
な
る
｡
た
だ
､
垂
闇
の
な
か
で
よ
り
指

導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
の
は
穫
部
侍
部
の
任
に
あ
っ
た
劉
太
真
の
ほ
う
で
あ
る

(S)

と
見
ら
れ
る
｡

劉
太
虞
は
､
蘇
州
文
壇
の
形
成
に
お
け
る
理
論
的
構
成
者
の
一
人
で
あ
る
｡

葺
魔
物
の
郡
斎
宴
集
詩
に
魔
え
て
､
さ
き
に
見
た
詩
篇
の
は
か
に
書
信
を
贈
っ

て
お
り
､
そ
の
な
か
で
葺
庶
物
の
文
学
に
つ
い
て
言
及
す
る
｡
そ
の
う
ち
次
の

部
分
は
､
こ
の
文
壇
の
特
質
を
考
察
す
る
う
え
で
も
重
要
な
一
節
で
あ
る
｡

宋
斉
間
､
沈
謝
何
劉
､
始
精
子
理
意
｡
縁
情
催
物
､
備
詩
人
之
旨
｡
後
之

博
者
､
甚
失
其
源
｡

｢
輿
葦
庶
物
書
｣
　
(
『
全
唐
文
』
巻
三
九
五
)

劉
大
兵
は
､
沈
約
､
謝
跳
､
何
遜
､
劉
孝
縛
の
名
を
挙
げ
て
こ
れ
ら
南
朝
詩
人

の
文
学
を
肯
定
的
に
観
察
す
る
｡
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
が
｢
縁
情
｣
　
に
つ
い

て
の
認
識
で
あ
る
｡
｢
縁
情
｣
　
の
語
は
､
陸
機
｢
文
賦
｣
　
に
見
え
る
　
｢
詩
は
情

四
六

に
縁
り
て
椅
磨
た
り
､
賦
は
物
を
催
し
て
劇
亮
た
り
(
詩
縁
情
而
椅
摩
､
賦
贋

物
而
劃
亮
)
｣
　
の
こ
と
で
あ
り
､
も
と
も
と
文
髄
の
分
類
上
の
特
質
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
｡
だ
が
後
世
に
な
る
と
し
ば
し
ば
｢
椅
磨
｣
　
に
よ
り
す
ぎ
た
修
飾

を
批
則
す
る
た
め
に
援
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
､
こ
の
意
味
で
は
｢
情
｣
　
の
過

(S)

剰
を
否
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
と
連
絡
す
る
｡
し
か
し
な
が
ら
劉
太
虞
は
こ
こ

で
こ
の
語
を
も
っ
て
､
性
情
の
流
露
に
導
か
れ
た
自
然
な
修
辞
に
よ
っ
て
こ
そ

詩
は
優
れ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
時
期
､
大
暦
期
前
後
の
詩
人
の
作

の
多
-
が
韻
律
や
典
拠
に
作
意
を
凝
ら
す
あ
ま
り
典
型
に
陥
る
こ
と
を
免
れ
な

か
っ
た
薯
態
を
想
起
す
れ
ば
､
こ
の
よ
う
な
南
朝
文
学
の
観
鮎
を
提
起
す
る
こ

と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
看
倣
せ
る
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
劉
太
虞
は
若
い
こ
ろ
粛
頴
士
に
師
事
し
詩
作
を
学
ん
で
い
た
経

歴
を
持
つ
.
粛
穎
士
は
､
李
華
(
七
一
五
-
七
六
六
)
と
と
も
に
　
｢
粛
李
｣
と

称
さ
れ
､
儒
家
の
経
典
に
基
づ
い
た
古
文
の
復
古
を
唱
え
た
｡
の
ち
の
元
和
年

間
に
お
け
る
韓
愈
･
柳
宗
元
の
古
文
復
古
運
動
の
先
駆
け
を
な
す
も
の
と
さ
れ

る
｡
そ
の
詩
歌
は
'
国
風
に
倣
っ
て
四
言
詩
に
小
序
を
付
し
た
作
が
見
ら
れ
る

ほ
か
に
､
五
言
古
髄
詩
型
の
作
例
が
全
健
の
大
半
を
占
め
る
｡
劉
大
兵
に
は
現

存
す
る
詩
篇
が
極
め
て
少
な
-
'
そ
の
た
め
粛
頴
士
か
ら
受
け
た
影
響
を
仔
細

に
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
､
昔
時
､
粛
頴
士
の
こ
の
よ
う
な
文
学
観

が
彼
自
身
の
詩
作
に
大
き
-
作
用
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
｡

劉
太
兵
が
進
士
に
及
第
し
校
書
郎
を
授
け
ら
れ
た
際
､
河
南
府
参
軍
の
任
に

あ
っ
た
粛
頴
士
は
､
劉
大
兵
に
迭
別
の
詩
を
贈
っ
た
｡
自
身
の
手
に
な
る
そ
の

序
に
は
､
粛
穎
士
の
学
問
観
や
文
学
観
を
窺
わ
せ
る
部
分
が
あ
る
｡



-
撃
也
者
､
非
云
徴
所
説
､
携
文
字
､
以
扇
夫
談
端
､
軽
蕨
詞
意
｡
其
於

識
也
､
必
鄭
而
近
夫
O
所
務
乎
書
芸
早
典
法
､
膏
脱
徳
義
而
己
｡
文
也
者
､

非
云
尚
形
似
､
牽
比
類
､
以
局
夫
健
偶
､
放
於
奇
磨
｡
其
於
言
也
､
必
蔑

而
罪
夫
｡
所
務
乎
激
揚
雅
訓
､
彰
宣
事
責
而
己
｡
衆
之
言
文
聾
者
或
不
然
､

(
1
9
)

｢
江
有
蹄
舟
三
章
､
井
序
｣
　
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
五
四
)

粛
頴
士
の
文
学
観
は
､
｢
文
也
者
｣
以
下
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
｡
す
な
わ

ち
､
形
式
上
の
相
似
や
類
似
を
否
定
し
た
う
え
で
､
繁
多
な
封
偶
や
華
美
な
表

現
を
退
け
よ
う
と
す
る
｡
そ
う
で
な
け
れ
ば
､
そ
の
言
僻
は
蔑
薄
で
偏
狭
と
な

る
と
述
べ
る
｡
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
が
､
｢
償
偶
｣
､
｢
奇
磨
(
紹
贋
)
｣
か
ら

窺
え
る
粛
頴
士
の
認
識
で
あ
る
｡
彼
は
こ
の
二
者
の
い
ず
れ
に
封
し
て
も
否
定

的
な
見
方
を
示
し
て
い
る
が
'
仮
に
｢
償
偶
｣
を
｢
髄
物
｣
'
｢
奇
扉
｣
を
｢
縁

情
｣
と
連
絡
す
る
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
､
こ
の
部
分
は
さ
ら
に
南
朝
文
学
の

弊
害
に
封
す
る
反
省
の
態
度
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
｡
な
ぜ
な
ら
､
直
後
に
　
｢
雅
訓
を
激
揚
し
､
事
宴
を
彰
宣
す
｣
る
と
述
べ
て

お
り
､
こ
の
よ
う
な
態
度
こ
そ
儒
家
思
想
に
基
づ
い
た
王
佐
の
た
め
の
文
学
､

す
な
わ
ち
載
道
の
文
学
を
標
棟
す
る
こ
と
に
は
か
な
ら
ず
､
そ
の
鮎
に
お
い
て

南
朝
文
学
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
｡
粛
穎
士
の

文
学
観
は
､
ま
さ
に
載
道
文
学
の
観
念
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
､
こ
こ
に
至
っ
て
南
朝
文
学
に
封
す
る
劉
太
真
の
CS)

親
和
と
粛
頴
士
の
そ
れ
と
は
､
大
き
-
帝
離
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

顧
況
は
､
劉
太
虞
の
集
に
序
を
附
す
な
か
で
､
粛
頴
士
と
の
関
係
に
梱
れ
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
彼
の
儒
家
的
な
位
置
に
は
言
及
し
て
い
な
い
｡
そ
れ
ば
か
り
か
､

彼
の
詩
歌
に
封
し
て
も
｢
遊
名
山
而
窺
洞
聖
者
､
署
畢
苛
峯
､
絶
勝
境
｡
至
於

鬼
怪
､
不
可
紀
需
｣
　
(
｢
信
州
刺
史
府
君
集
序
｣
､
『
全
唐
文
』
巻
五
二
八
)
　
と
述

べ
る
の
み
で
'
こ
こ
か
ら
載
道
の
文
学
を
窺
お
う
と
す
る
の
は
難
し
く
､
む
し

ろ
儒
家
的
な
文
学
観
か
ら
愛
化
の
過
程
を
経
て
き
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
｡
さ
き
に
も
見
て
き
た
よ
う
に
'
顧
況
は
儒
家
的
精
神
を
蓉
揚
す
る
あ
ま

り
一
度
は
｢
風
骨
｣
さ
え
も
否
定
し
た
も
の
の
､
そ
の
よ
う
な
理
念
と
賓
作
と

の
相
克
を
乗
り
越
え
る
戟
鮎
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
､
お
の
れ
の
文
学
を
自

由
に
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
｡
劉
太
真
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
､
こ

の
よ
う
な
過
程
を
経
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
蘇
州
文
壇
の
形
成
と

そ
れ
に
輿
え
ら
れ
た
理
論
的
側
面
は
'
こ
う
い
っ
た
過
程
の
な
か
に
あ
る
も
の

と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
｡

注

(
-
)
　
皇
甫
淀
｢
唐
故
著
作
郎
顧
況
集
序
｣
(
『
全
唐
文
』
巷
六
八
七
)
　
に
｢
李
白
､
杜
甫
巳

死
'
非
君
将
誰
輿
欺
｣
､
ま
た
厳
羽
『
冶
浪
詩
話
』
に
｢
穐
有
盛
唐
風
骨
処
｣
と
あ
る
｡

(
-
)
　
｢
中
庸
初
期
に
お
け
る
蘇
州
文
壇
の
形
成
に
つ
い
て
の
l
考
察
　
-
　
文
学
理
論
の
展

開
と
五
言
古
鮭
詩
に
つ
い
て
　
-
　
｣
(
『
松
浦
友
久
博
士
追
悼
記
念
中
国
古
典
文
筆
論
集
』
､

研
文
出
版
社
'
二
〇
〇
六
)
.
な
お
､
葦
魔
物
｢
郡
需
雨
中
輿
諸
文
士
燕
集
｣
詩
に
つ

い
て
は
､
次
の
通
り
で
あ
る
｡

兵
衛
森
蓋
戟
　
宴
寝
凝
清
香

焼
癖
近
消
散
　
嘉
賓
復
満
堂

理
含
是
非
通
　
性
蓮
形
跡
忘

僻
飲
一
杯
酒
　
仰
玲
金
玉
章

海
上
風
雨
至

自
漸
居
虞
崇

鮮
肥
属
時
禁

紳
歓
髄
白
樫

遭
造
池
閣
涼

未
踏
斯
民
康

硫
果
幸
見
嘗

意
欲
凌
風
期

中
唐
蘇
州
文
壇
の
理
論
形
成
に
お
け
る
顧
況
の
文
筆
と
そ
の
文
撃
観
に
つ
い
て



具
申
盛
文
史
　
群
彦
今
江
洋
　
方
知
大
藩
地
　
量
目
財
賦
彊

な
お
､
葺
腫
物
の
作
品
に
つ
い
て
は
､
『
葦
魔
物
集
校
注
』
(
陶
敏
､
王
友
勝
校
注
､
上

海
古
籍
出
版
社
､
一
九
九
八
)
を
底
本
と
し
､
ま
た
､
と
-
に
注
を
つ
け
な
い
他
の
詩

人
の
作
品
に
つ
い
て
は
､
『
全
唐
詩
』
(
中
華
害
局
､
一
九
六
〇
)
､
『
全
唐
文
』
(
同
､

一
九
八
三
)
を
底
本
と
し
た
｡

(
-
)
　
部
紅
梅
｢
顧
況
詩
歌
所
論
｣
(
『
蘇
州
大
学
学
報
』
哲
撃
社
台
科
学
版
､
T
九
八
八
)
｡

(
4
)
　
王
敬
興
｢
顧
況
文
学
思
想
和
詩
歌
創
作
｣
(
『
文
学
遺
産
』
一
九
八
五
年
第
三
期
)
0

(
5
)
　
『
菖
唐
書
』
巻
1
八
三
･
本
侍
に
｢
柳
揮
輔
政
'
以
校
吾
郎
徴
O
復
遇
李
泌
蔵
人
､

自
謂
己
知
乗
枢
要
､
富
得
達
官
'
久
之
､
方
遷
著
作
郎
､
況
心
不
楽
｡
求
韓
於
呉
､
而

班
列
郡
官
､
成
有
侮
玩
之
目
､
皆
悪
嫉
之
｡
及
泌
卒
､
不
実
､
而
有
調
笑
之
言
､
篤
憲

司
所
劾
､
腔
鏡
州
司
戸
｣
と
あ
る
｡

(
-
)
　
劉
太
寅
の
左
遷
は
顧
況
と
同
年
で
あ
り
､
か
つ
､
葺
魔
物
も
貞
元
四
年
末
ご
ろ
ま
で

に
は
左
司
郎
中
か
ら
蘇
州
刺
史
に
転
出
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
､
柳
揮
･

李
泌
の
死
後
､
中
央
朝
廷
に
お
い
て
､
劉
太
巌
ら
に
不
利
益
と
な
る
何
ら
か
の
動
き
が

あ
っ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
｡
『
唐
五
代
文
学
編
年
史
･
中
唐
巻
』
(
遠
海
出
版
社
､
一

九
九
八
)
　
の
唐
徳
宗
貞
元
四
年
九
月
の
項
目
に
は
､
李
泌
の
補
政
お
よ
び
尭
去
に
時
機

を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
､
葺
庶
物
､
お
よ
び
令
狐
恒
　
(
『
膏
唐
書
』
巻
一
四
九
)
　
の

中
央
官
登
用
と
地
方
転
出
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
　
(
四
四
六
貢
)
｡
劉
太
虞
詩
に

｢
寵
至
乃
不
驚
､
罪
及
非
無
由
｣
､
そ
れ
に
膝
酬
し
た
顧
況
詩
に
｢
劉
見
本
知
命
､
屈
伸

不
介
懐
｣
と
あ
り
(
劉
太
量
が
左
遷
さ
れ
た
直
接
の
理
由
は
､
知
貢
撃
の
際
に
自
身
の

親
族
門
弟
ば
か
り
を
及
第
さ
せ
て
た
こ
と
が
嫌
わ
れ
た
た
め
)
'
ま
た
劉
太
虞
の
事
跡

を
記
し
た
蓑
度
｢
劉
府
君
神
道
碑
銘
｣
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
三
八
)
　
に
｢
適
値
時
棟
変
更
､

朝
柄
奪
移
､
･
･
･
出
馬
信
州
刺
史
｣
と
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
｡

(
7
)
　
顧
況
の
作
品
に
つ
い
て
は
､
詩
歌
は
『
顧
況
詩
注
』
(
王
啓
興
､
張
虹
注
､
上
海
古

籍
出
版
社
､
一
九
九
四
)
を
底
本
と
し
､
適
宜
､
『
顧
況
詩
集
』
(
趨
昌
平
校
編
､
江
西

人
民
出
版
社
､
一
九
八
三
)
､
お
よ
び
『
全
唐
詩
』
を
参
照
し
た
｡
ま
た
散
文
は
『
全

唐
文
』
を
底
本
と
し
た
｡

(
-
)
　
『
謝
宣
城
集
校
注
』
竜
三
　
(
中
華
書
局
､
二
〇
〇
こ
｡

四
八

(
-
)
　
｢
冬
日
晩
郡
事
隙
｣
詩
(
『
謝
宣
言
城
集
校
注
』
金
三
)
　
に
｢
案
億
時
間
暇
､
偶
来

観
井
本
｣
'
｢
直
石
頭
｣
詩
(
同
､
巻
四
)
　
に
｢
摂
官
因
時
暇
､
曳
裾
聯
起
望
｣
､
ま
た

｢
和
粛
中
庶
直
石
頭
｣
詩
(
同
)
　
に
｢
訴
嘉
多
暇
日
､
興
文
起
淵
調
｣
な
ど
と
あ
る
.

(
S
)
　
こ
の
の
ち
､
劉
南
錫
が
蘇
州
刺
史
に
赴
任
す
る
際
､
白
居
易
は
｢
迭
劉
郎
中
赴
任
蘇

州
｣
詩
(
『
全
唐
詩
』
巻
四
六
二
)
　
の
な
か
で
｢
-
宣
城
猪
詠
菌
中
嶋
､
柳
惇
軍
題
汀

上
頻
｡
何
似
姑
蘇
詩
太
守
､
吟
詩
相
纏
有
三
人
｣
と
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
､
白
居
易
に

お
い
て
も
郡
主
の
地
位
と
謝
眺
の
文
筆
と
の
問
に
関
連
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
｡
な
お
､
こ
こ
で
い
う
｢
三
人
｣
は
､
白
居
易
の
自
注
に
よ
る
と
､
葺
魔

物
･
白
居
易
･
劉
寓
錫
の
こ
と
｡

(
S
)
　
蒋
寅
氏
は
『
大
暦
詩
人
研
究
』
(
中
華
書
局
､
一
九
九
五
)
　
の
な
か
で
､
顧
況
の
詩

に
は
送
別
･
寄
贈
･
鷹
酬
の
作
例
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
､
顧
況
を
地
方
官
詩
人
､

あ
る
い
は
董
閣
詩
人
の
い
ず
れ
か
に
帰
属
さ
せ
る
の
は
適
富
で
は
な
い
と
指
摘
し
　
(
三

八
一
頁
)
､
ま
た
そ
う
い
っ
た
作
例
が
少
な
い
が
ゆ
え
に
､
結
果
と
し
て
彼
の
詩
歌
に

独
創
性
や
能
動
性
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
述
べ
る
　
(
三
八
四
頁
)
｡

(
2
)
　
『
河
岳
英
塞
集
』
に
つ
い
て
は
､
『
唐
人
選
唐
詩
新
編
』
(
博
嘉
環
撰
編
､
隣
西
人
民

教
育
出
版
牡
､
一
九
九
六
)
を
底
本
と
し
､
適
宜
『
唐
人
選
唐
詩
十
種
』
(
上
海
古
籍

出
版
社
､
一
九
五
八
)
､
『
河
岳
英
重
集
注
』
(
王
克
譲
著
､
巴
萄
書
社
､
二
〇
〇
六
)

を
参
照
し
た
｡

(
3
)
　
李
珍
華
､
博
免
環
『
河
岳
英
霊
集
研
究
』
(
中
華
書
局
､
l
九
九
二
)
0

(
1
)
　
李
華
｢
胎
碍
部
尚
書
清
河
孝
公
荏
汚
集
序
｣
　
(
『
全
唐
文
』
巻
三
1
五
)
　
に
｢
文
顧
行
､

行
顧
文
'
此
其
輿
於
古
欺
｣
と
あ
る
｡

(
3
)
　
陸
機
｢
文
賦
｣
(
『
文
選
』
巻
十
七
､
上
海
古
籍
出
版
社
)
　
に
｢
雄
一
唱
而
三
歎
､
固

既
雅
而
不
艶
｣
と
あ
り
､
李
善
注
に
｢
言
作
文
之
髄
､
必
須
文
質
相
半
､
雅
艶
相
資
｣

と
あ
っ
て
､
李
善
は
雅
･
艶
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
均
衡
し
て
い
る
状
態
が
理
想
と
さ
れ

る
と
述
べ
る
｡

(
2
)
　
蒋
寅
氏
､
趨
昌
平
氏
､
査
犀
球
氏
の
三
者
は
い
ず
れ
も
､
顧
況
の
後
半
生
に
あ
た
る

江
南
詩
壇
(
本
稿
で
い
う
蘇
州
文
壇
を
含
む
)
　
に
お
け
る
活
動
に
着
目
し
､
そ
の
独
自

の
詩
風
の
形
成
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
､
稗
益
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
｡
蒋
寅
｢
大
暦



詩
人
研
究
｣
(
中
華
書
局
､
一
九
九
五
)
､
越
畠
平
氏
｢
〟
呉
中
詩
派
″
輿
中
唐
詩
歌
｣

(
『
趨
昌
平
自
選
集
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
､
1
九
九
七
所
収
)
､
査
犀
球
｢
江
南
輿

大
暦
貞
元
詩
風
之
埜
｣
(
『
従
藤
子
到
儒
士
･
-
　
漠
唐
士
風
輿
文
風
論
稿
』
復
旦
大
挙
出

版
社
､
二
〇
〇
五
所
収
)
｡
本
稿
は
､
そ
の
よ
う
な
詩
風
を
生
み
出
す
前
段
階
に
お
い

て
､
顧
況
の
文
学
観
に
つ
い
て
着
目
し
､
昔
時
の
文
学
潮
流
の
な
か
で
そ
れ
が
如
何
に

整
理
さ
れ
て
き
た
の
か
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
｡

(
5
)
　
劉
大
兵
が
こ
の
時
期
に
董
閣
文
学
集
圏
の
指
導
的
位
置
に
あ
っ
た
と
こ
と
は
､
貞
元

四
､
五
年
に
穫
部
侍
郎
と
し
て
貢
撃
を
掌
っ
た
経
歴
の
は
か
､
貞
元
四
年
の
重
陽
節
に

徳
宗
の
公
議
に
臨
ん
で
詩
を
厳
し
｢
上
等
｣
　
の
許
を
得
て
い
る
こ
と
　
(
『
膏
唐
書
』
巻

十
三
｢
徳
宗
下
｣
な
ど
)
か
ら
も
分
か
る
｡
ま
た
'
以
下
に
示
す
葺
魔
物
の
作
例
か
ら

彼
の
立
場
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡
す
な
わ
ち
､
建
中
三
年
(
七
八
一
)
　
の
作
と

さ
れ
る
葺
魔
物
｢
寄
中
書
劉
舎
人
｣
詩
(
『
葦
鑑
物
集
校
注
』
竜
三
)
　
に
は
､
中
央
官

た
る
劉
太
虞
の
華
々
し
い
姿
が
描
か
れ
る
｡
な
お
葦
魔
物
は
こ
の
と
き
愉
州
刺
史
の
任

に
あ
っ
た
｡

雲
育
路
尭
別
　
中
年
跡
暫
同
　
比
巽
趨
丹
陛
　
連
騎
下
南
宮

佳
詠
逝
清
月
　
幽
賞
滞
芳
叢
　
追
予
一
出
守
　
典
子
限
西
東

暴
露
方
恰
憤
　
離
抱
更
仲
仲
　
忽
暗
九
天
詔
　
乗
給
韓
国
工

玉
座
浮
香
気
　
秋
禁
散
涼
風
　
鷹
向
横
門
度
　
環
珊
杏
玲
瑞

光
輝
恨
兼
嘱
　
麻
思
坐
難
通
　
蒼
蒼
松
桂
姿
　
想
在
按
垣
中

ま
た
､
さ
き
に
見
た
｢
顧
十
二
況
左
遷
､
過
葦
蘇
州
…
｣
詩
に
臆
酬
す
る
葦
腫
物
｢
酬

劉
侍
郎
使
君
｣
詩
(
『
葦
魔
物
集
校
注
』
巻
五
)
　
に
は
､
信
州
に
左
遷
さ
れ
て
な
お
も

中
央
官
の
人
物
と
し
て
強
い
印
象
を
輿
え
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
｡

た
だ
､
顧
況
に
つ
い
て
も
'
包
借
｢
顧
著
作
宅
賦
詩
｣
　
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
〇
五
)
　
に

｢
各
在
重
量
閣
裏
､
煩
君
日
日
登
車
｣
と
あ
り
､
ま
た
劉
太
虞
｢
顧
著
作
宣
平
里
賦
詩

序
｣
(
『
全
唐
文
』
巻
三
九
五
)
　
に
｢
吾
君
則
超
然
如
在
天
壇
華
頂
之
上
､
意
喬
松
可
得

而
友
也
｣
と
あ
る
よ
う
に
､
墓
闇
の
な
か
で
そ
の
存
在
を
寄
揮
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
｡

(
2
)
　
王
勃
｢
乎
墓
秘
略
論
十
首
､
文
塾
三
｣
(
『
全
唐
文
』
巻
一
八
二
)
　
に
｢
文
章
経
国
之

大
業
､
不
朽
之
能
事
｡
而
君
子
所
役
心
努
神
､
宜
於
大
著
､
達
者
'
非
嫁
情
僅
物
､

離
轟
小
技
而
己
｣
と
あ
る
｡

に
｢
迭
劉
太
巌
詩
序
｣
に
作
る
｡

葛
暁
音
氏
は
｢
江
左
文
筆
侍
統
在
初
盛
唐
的
沿
革
｣
(
『
詩
園
高
潮
輿
盛
唐
文
化
』
北

京
大
学
出
版
社
､
一
九
九
八
所
収
)
　
の
な
か
で
､
初
唐
か
ら
中
唐
初
期
に
至
る
ま
で
の

｢
江
左
の
風
｣
と
｢
建
安
の
骨
(
風
骨
)
｣
　
の
あ
り
か
た
を
検
討
し
､
そ
の
な
か
で
こ
の

時
期
に
お
い
て
は
両
方
の
主
張
が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
､
そ
の
よ

う
な
状
況
を
ひ
と
つ
の
循
環
過
程
の
な
か
に
あ
る
も
と
看
倣
し
､
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ

ま
で
の
文
続
に
封
す
る
認
識
が
さ
ら
に
深
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
る
　
(
二
五
七

-3T/-

※
本
稿
は
早
稲
田
大
学
二
〇
〇
六
年
度
特
定
課
題
研
究
助
成
費
｢
中
唐
期
に
お
け
る
文
学

活
動
の
地
域
性
と
文
学
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
の
考
察
｣
(
課
題
番
号
二
〇
〇
六
A
-

八
二
八
)
　
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
｡

壌
樹
凌
霜
雪

宿
昔
陪
郎
署

風
雨
瓢
海
気

方
以
歳
月
奮

高
閲
庶
務
理

始
唱
己
漸
拙

意
蕃
如
芳
春

出
入
仰
清
塵

清
涼
悦
心
神

毎
蒙
君
子
親

遊
眺
景
物
新

婿
酬
益
難
伸

英
貿
雛
出
守

執
云
倶
列
郡

重
門
深
夏
空

纏
作
郡
粛
什

朋
友
亦
遠
集

濡
毒
意
偶
像

本
白
玉
階
人

比
徳
蔓
薦
郷

賦
詩
延
昂
賓

遠
胎
荊
山
珍

燕
酌
在
佳
辰

一
用
寓
帽
勤

中
唐
蘇
州
文
壇
の
理
論
形
成
に
お
け
る
顧
況
の
文
学
と
そ
の
文
学
観
に
つ
い
て


